






要約:両側水腎症胎児 5 例について胎児尿産生量の推移とその腎機能の予後について検討

した。全例で羊水量は正常であった。胎児尿産生量は 4例で正常で 1例で著明な低下を見

た。胎児尿産生量が著明に低下していた例では、新生児期に血清 BUN、クレアチニンの上

昇がみられた。3 例で外科的治療が行われ、治療後の腎機能はすべて正常であった。これ

らの結果は胎児水腎症児の腎機能評価法として尿産生量の測定は有意義であることを示唆

している。 


